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論 文内容の要旨

ダイレク ト・ ボンデイングは，歯科矯正臨床において不可欠の技術である。 しかしι プラケット撤去

(ディ ボンディング)時におけるブラケ ットーレジン界面での破壊に起因するレジンの歯菌残留の問題

については，未だ解決されておらず，この方面に関する研究もほとんどみられない。本研究では句まず

プラケットーレジンーエナメル質で構成される接着系の破壊挙動に影響を及ぼす因子を策定し，次いで

テeィボンディング時のレジンの歯面残留の抑制について検討した。

筆一二二一盤 レジンの歯面残留状態ならびにディボンデイングに要する力の評価方法を考案し，単純引

強り試験と併せて接着特性を検討した。

口腔内では動的治療終了時の歯科矯正患者40人の501歯，抜去歯では通法によりプラケ ットを接着し

た180歯を試料としてディポンテ'ィングを行った。また別に抜去歯120本を試料として単純引張り試験を

行った。

レジンの歯面残留状態に対する定量的評価を行うための指標として，プラケットベースの面積に対す

る歯面上のレジン残留部の面積の比率を算出し， レジンの歯面残留率とした。ディボンデイン夕、は，プ

ラケット撤去用鈴子の刃先をプラケットベース辺縁と歯面との境界部に接触させv 近遠心的にカを加え

ることにより行った。この際，錯子に歪みゲー ジを取りつけることによって，刃先に加わる荷重をディ

ポンテ・ィングに要する力として測定した。

さらに，切歯または小臼歯を想定したモデルを設定し，接着系の内部応力の分布状態を知る ために，

有限要素法による応力解析を行った。これらにより以下の結果を得た。

1 ディボンディング時のレジンの歯函残留率は，口腔内の歯および抜去歯とも 1，2で高い残留率を
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とるものが多く， 12， 3・3.45， 45の順にプラケットベースに湾曲が加わるに従い，低い残留率を

とるものが多くなった。また口腔内では 0%または100%に二分化する傾向が認められた。ディボン

ディングに要する力の大きさは，口腔内では歯種ごとに同様の順に小であったが，抜去歯では歯種に

よる差は認められなかったo 歯ごとにレジン残留率とディボンディングに要する力の大きさとの関

係をみた場合，口腔内，抜去歯とも，両者の聞に特定の対応関係、は認められなかったO

2. 単純引張り試験では，レジン残留率は各歯種ともほぼ100%で差は認められなかったがの単純

引張り強さが小さいのに対して，プラケットベースの膏曲が強L、小臼歯では大きい値をとる傾向が認

められたO

3. いずれの有限要素モデルにおいても，単純引張り試験の荷重条件下ではプラケットウイング付近

のブラケットならびにその直下の接着材部分に応力値の高い部位が認められ，ブラケットの変形によ

る破壊が示唆された。ディボンディング時の荷重条件下では，鉛子の刃先付近に応力値の高い部位が

認められた。

以上より，ブラケットーレジンーエナメル質で構成される接着系の破壊挙動を決定する上で，ブラケッ

トベースの形状，ならびに強度が重要な因子であることが示唆された。

第二編:ブラケットーレジン界面での破壊を抑制することを目的として，上述したブラケットベー

スの形状，ならびに強度に変化を与え，この界面における接着強さを測定したO 次いで，ディボンデイ

ング時のレジンの歯面残留が多いと考えられた平坦な歯面におけるディボンディングを行い，レジンの

歯面残留の様相について検討した。

ベースに関する以下の各因子を組合せて試作した16種類のブラケットを用いた。

A.湾曲形態……平板状 1種類と湾曲の程度の異なる割球状3種類。

B.強 度……ステンレス小片をベースにろう着して補強したものとしないものO

c.アンダーカット形態……メッシュ型，マイクロロック型の 2種類。

同一種類のブラケット 2つを，ベースの接着面を向きあわせた状態で接着したもの160個を試料とし，

単純引張り試験によりブラケットーレジン界面での接着強さを測定した。次にエナメル質を平坦に研摩

した抜去歯に，通法によりプラケットを接着した160個の試料を用いてディボンディングを行った O こ

れらにより以下の結果を得た。

1. ブラケットーレジン界面での接着強さは，ベースの形状を平板状から割球状とし，またその湾曲を

強くするほど増大したO ベースの補強を行うことによっても接着強さが増大する傾向が認められた。

2種類のアンダーカット育会伏の聞に差は認められなかった。

2. ディボンディング時のレジンの歯面残留は，ベースの形状を平板状から割球状とし，またその湾曲

を強くするほど抑制されることが明らかとなった。ベースの補強を行うことによってもレジンの残留

が抑制される傾向が認められたが，その効果は小であったo 2種類のアンダーカット形態の聞に差は

認められなかった。

以上より，レジンが歯面に残留しないディボンディングを行うために，ブラケットベースに湾曲形態

を与えることが有用であると考えられたO
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論 文の 審査結果の要旨

本研究は，歯科矯正用ブラケットのディボンディングに際して見られるレジンの歯面残留を抑制する

ことについて検討したものである。

まず，ブラケットーレジンーエナメル質で構成される系の接着特性を検討したところ接着系の破壊挙

動を決定する上でブラケットベースの形状と強度が重要な因子であることが示唆された。そこで，プラ

ケットベースに湾曲形態と強度を付与した結果，プラケットーレジン界面での破壊が著明に抑制される

一方，レジンーエナメル質界面で破壊が生じることにより，レジンの歯面残留が抑制されることをはじ

めて見出した。

このように本論文は，歯面にレジンが残留しないディボンディング法の開発にあたって極めて重要な

示唆を与えたものであり，歯学博士の学位を授与するに十分値する業績であると認める O
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